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第１０回軽井沢町総合教育会議 会議録  

 

１．開催日時：令和７年３月２７日（木） 午前１０時から 

２．開催場所：中央公民館 講義室Ａ・Ｂ 

３．出席者：軽井沢町長 土屋 三千夫（土屋町長） 

      軽井沢町教育委員会 教育長      宮本 隆（宮本教育長） 

教育長職務代理者 佐藤 一郎（佐藤職務代理） 

                教育委員     本城 慎之介（欠席） 

                教育委員     鈴木 淳子 （鈴木委員） 

                教育委員     藍原 尚美 （藍原委員） 

      事務局：寺島 乾士（総合政策課長） 

          岩井 和成（こども教育課長） 

          市村 和則（生涯学習課長） 

          金井 章宏（こども教育課長補佐兼学校教育係長） 

          南雲 範子（児童係長） 

          小川 恭子（子育て支援係長） 

          金井 拓也（軽井沢高校・教育魅力化推進係長） 

          山浦 真理（学校教育係） 

          柳原 智子（児童係） 

      議題（２）の説明のための出席者 

軽井沢中学校長   山﨑 伸一（中学校長） 

軽井沢東部小学校長 川崎 圭一（東部小校長） 

軽井沢中部小学校長 阿部  純（中部小校長） 

          軽井沢西部小学校長 久保 貴史（西部小校長） 

      進 行：岩井 和成（こども教育課長） 

４．議題 

（１）軽井沢「こぶし教育」を具体化する教育一貫独自プログラムについて 

（２）軽井沢町の教育の現状等について 

（３）第３期子ども・子育て支援事業計画について 

（４）軽井沢オープンドアスクール（仮称）について 

（５）その他 
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５．傍聴人数 ７名 

６．議事内容 

 

１．開会 

【こども教育課長】 

定刻となりましたのでただいまより、第１０回軽井沢町総合教育会議を開催いたし

ます。開催にあたりまして、軽井沢町総合教育会議設置要綱第６条の規定により、総

合教育会議は公開するとなっております。しかし、個人の秘密を保つため必要がある

と認めるときは、同要綱第６条の規定のただし書きにて一部非公開といたしますので

よろしくお願いいたします。 

それでは、次第に則り、進めさせていただきます。初めに土屋町長よりごあいさつ

をお願いいたします。 

 

２．町長あいさつ 

【土屋町長】 

みなさん、おはようございます。年度末でご多忙のところお集まりいただきありが

とうございます。先週、町立の小中学校の卒業式が行われ、そして今週２５日に、町

立保育園の卒園式が行われました。現在は来賓参加者の縮小や、時間の短縮を行い、

園児、児童、生徒のための新しい形式での卒業式・卒園式を実施いたしております。

また、これから行われる各保育園の入園式、各小中学校の入学式も同様に行ってまい

ります。 

さて、この「総合教育会議」は、教育委員会と首長との連携強化を図ることなどを

目的に、平成27年４月１日施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

改正」において、すべての地方公共団体に設置するとされております。このことによ

りまして、軽井沢町総合教育会議設置要綱に基づき、今年度で第１０回目の開催とな

ります。 

本日の議題は、「軽井沢「こぶし教育」を具体化する教育一貫独自プログラムにつ

いて」ほか３件の議題にご審議をいただくことになりますので、皆さんの忌憚のない

ご意見をいただければと思います。本日はよろしくお願いいたします。 
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３．議題 

（１）軽井沢「こぶし教育」を具体化する教育一貫独自プログラムについて 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。それでは早速ですが、３の議題に入らせていただきま

す。（１）軽井沢「こぶし教育」を具体化する教育一貫独自プログラムについて、宮

本教育長より説明お願いいたします。 

 

【宮本教育長】 

着座にてご説明いたします。資料ですが、実は第１回オープンドアの設置準備会議

に使用した中に町の教育ということで、資料５としてあります。このため取り扱いに

ご注意くださいとなっていますので、ご承知おきください。  

この資料の中に今説明がありましたように、こぶし教育を具体化するとありました

けれども、実際に今までこぶし教育に基づいて、その方式に基づいて、具体的なこと

を色々やってきております。これが新しいことというわけではありませんけれども、

それを可視化する、概念図を作るというところが新しいところであって、そのことに

よってこぶし教育の実践という部分を、すべての方にご理解いただく、あるいは簡単

にご理解いただくという方向で、冊子を作っております。見開きのところは 1番下に

ありますように今までのこぶし教育の趣旨、平成２９年９月に改定された教育委員会

から出したもので、右側の方にこぶし教育７つの基本方針、それを少し具体化するた

めの方策というものが７つ載っています。その中には例えば（２）番における町内幼

保小中高校が連携、あるいは軽井沢学とか、あるいは（４）番にいじめとか、不登校

の解決に努めとか、そういったことがいくつか書いてある。それを、今までやってき

ている具体的な施策を落とし込んでいって、図をつくってみたら、こうなるんじゃな

いかということが、次の見開きのところで、概念図ということで、３つの教育一貫独

自プログラムということで、示したところであります。実際、中に書かれていること

は、今はまだちょっと具体化されていないことを若干含むことをご承知いただければ

と思います。この中で一番中心的なものは、真ん中の軽井沢学と言うことでありま

す。 この軽井沢学という言葉は今までも使ってきたわけですけれども、今回少しその

概念を広げてみようかということを考えておりまして、 真ん中の上に書いてある軽井

沢学の下に、町の豊かな自然、歴史文化、人材等から学ぶ独自のカリキュラム体制と

書いてありますけれども、今まで軽井沢学というと、子どもたちが軽井沢の歴史、文
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化を学ぶというところの学ぶという、どちらかというと受け身の学びという部分が強

調されていたんですけども、さらにもうちょっと広げてですね。自然とかスポーツや

人材とか、町にある人、ある特徴的な文化とかっていうものを活用してあるいは利用

して、そういう人たちに指導してもらってという部分を含んだものを、軽井沢学とい

うふうに再定義することがいいんじゃないかと言うふうに考えております。 したがっ

て、その図の中の一番下のところに枠がありますけども、 ４つポツがありますけど

も、町が誇る教育資源、自然歴史文化、人材等を活用した学びや体験。ですから、学

ぶことは軽井沢とは関係ないかもしれないけれども、軽井沢にいる皆さんから教わる

とか、あるいは軽井沢の中に出かけて体験するとか、そういった部分を軽井沢学とい

うふうに、軽井沢での学びというふうに考えていただければいいんじゃないかという

ふうに思っています。従いまして、その一番下のところ、２つ目のポチですけども、

町を学ぶ。これは今までの軽井沢学ですけども、その他に町で学ぶ町に学ぶを総称し

て軽井沢学と定義した方がよろしいじゃないでしょうかということで、そのために

は、学校外の施設とか、人材と連携する、コーディネートと言うことですので、実際

に今までとちょっと違いますけれども、真ん中の一番下に軽井沢高校・教育魅力化推

進係。軽井沢高校だけでなくて、軽井沢町の教育を魅力化して行くと。その中に配置

している例えば、カッコの中にありますように、教育魅力化専門員を置いてコーディ

ネートして行くと。各学校だけに任すような体験です。というような形で、軽井沢学

を中心とした幼保小中高の一環と言いますか、そういった方針と言いますか、そう

いったものを核にして、そして右側と左側はそれぞれＳＳ支援スクールサポーターで

すけれども、右側の方は、複数人のスクールサポーターという縦の右端の太い矢印で

すけども、今までは、スクールサポーターが２名体制でしたけども、本年度から３名

体制になり、４月からは４名体制になりますので、小中に一校に一人配置、実際に配

置することではありませんけれども、そういった形で、複数人のスクールサポー

ター、専門職です。臨床心理士の資格を持っているものですので、継続的な支援、と

そこに書いてありますけども、生まれた子どもから幼保小中高に至るまで、そのＳＳ

が町内の状況をほぼ全て把握して、一貫して、支援とか相談とか、積極的な支援に臨

んでいくっていうのが、右側で、その左側はＤＸ、町がＤＸ宣言していますので、教

育部分についてもＩＣＴを適切に使っていくということ、そのＩＣＴか紙かそういう

こと意義大半ではなく、いい面を使っていくっていうことで、子どもとか先生にも望

まれる教育体制を作っていきたいというもの左側に書いてあります。こういった形



- 5 - 

 

で、軽井沢学を中心として、ＳＳ支援とか教育ＤＸが軽井沢学を補完していく。そし

て、一番下のところの青い枠で囲まれた白抜きの字ですけれども、その軽井沢学が地

域の誇れる教育資源というものを、活用したカリキュラムで、２行目に軽井沢っ子を

育てて、軽井沢愛を育み、軽井沢学を磨いていくと。その核である軽井沢学をＳＳ支

援と教育ＤＸが支えていくというような形を可視化したと言うものであります。 

これがまあ独自プログラムですが、最後の裏のページですけれども、忘れてはなら

ないのは、小学校中学校高校基本的にはやらなきゃいけない、教育課程というものが

ございますので、その教育課程というものが、こういうものだということがある程度

俯瞰してわからないと、こういった独自プログラムだけでは、なかなか学校現場の中

でも難しいものですから、それをある程度概念図の中に落とし込みましたのが裏側の

図であります。こういった形で、こぶし教育を今までやってきたものを含めて、可視

化するひとつの図を作ってみたと言うところが、このパンフレットで、あるいは独自

プログラムだと思います。まだこれは案の段階ですので、ご留意いただければと思い

ます。以上です。 

 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。ただいまの説明が終わりました。ご質問や意見等ござい

ましたらお願いいたします。 

 

【委 員】 

基本的なことで大変申し訳ないですが、これはどういう形で町の方が見ることがで

きるんですか？ 

 

【宮本教育長】 

今のところの予定は、パンフレットを作る。例えば真ん中の軽井沢学は自分たちが

作れるソフトを使って作っているので、本当はこれは螺旋形の立体を創りたいと思っ

たんですけど、技術的にできないので、業者に発注してパンフレットを作る。そして

ホームページに掲載するというような形を想定しております。 

 

【委 員】 

これは町の一般の例えば、保護者の方、地域の方が見るという前提なんですよね。 
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【宮本教育長】 

基本的にはそうです。 

 

【委 員】 

拝見して、町の学校教育、こぶし教育という一言の中で、これだけのことを学校

で、町でやってくださってるんだっていうのが分かって、ものすごく感謝の持ちで

いっぱいなんですけれども、一方で、町の方にこれをわかりやすく伝えるということ

を考えた時にちょっと情報量がとても多すぎるのではないかというふうに感じまし

て。なので 、ビジュアルで示すということもそうなんですけれども、可視化ってすご

く大事だと思うんですけれども、見た方が、一般の保護者の方がパッと見た時に伝わ

るようにしても、こう表現にしても、少しご検討いただくといいのかなというふうに

思いました。以上です 

 

【宮本教育長】 

はい、わかりました。今、一般の方と申し上げましたけれども、もうひとつ実は対

象がありまして、専門職つまり、他市町村の先生方とか教育委員会とかそういった方

に対して、町の教育行政の一端をお示するという側面もありますので、ただ単に町民

の皆さんにお知らせするという目的だけではないということも、ご承知いただければ

と思います。ちょっとその部分も考えてみたいと思います。 

 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。他ご意見ございますでしょうか。はい、お願いします 

 

【委 員】 

大変いい考えだなというふうに思うんですけど、特に今、全国教育関係でもコミュ

ニティスクールということで、各都市の歴史とかを肌で感じる。そういうものを学ん

でいくっていうのが、やはり良いんじゃないかなというふうに思いますので、この点

はこれからどういうふうに具体的に授業に取り組んでいくかそういうところを進めて

いくか、ちょっと計画的なこれ案の段階ですけども、あの非常にいいなという風に思

うんですけど、どんな感じですか？ 
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【宮本教育長】 

はい、案はですね、案はこのパンフレット自体が案であって、中身はもう既にやっ

ていることのことですので、これを案として、これから実行していくではなく、右上

に書いてある平成７年３月現在案というのはですね。この全体の概念図が案なんです

と。いうことですので、これ全てではない、先ほど申し上げましたように今までこぶ

し教育の中身をやってきているというものを落とし込んでいるだけであって。実際に

すでにやっていることがほとんどということですので、今こういう風にやっていると

いうふうに考えていただければということです。 

 

【委 員】 

はいわかりました。まあ特にあの先ほど言ったように地域の歴史とか、文化とか、

そういうものを肌で感じていく、特に軽井沢高校の場合、子どもたちが素晴らしい校

歌を持っているわけですよね。軽井沢高校の校歌は室生犀星が作詞した。旧道の二手

橋の方に室生犀星先生の碑があるわけですけども、子どもたちが率先してきれいに掃

除しようと、自分たちの学校の歴史を学ぶということを実践していますので、いい勉

強になってくるのかなという風に感じております。 

 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。他ご意見ございますでしょうか。 

 

【委 員】 

今まで、こぶし教育について、表向きのパンフレットは、配布されていたわけです

けれども、イコール軽井沢学みたいな形のアバウトな部分もあったりもしたんです

が、新しく学校に赴任される先生とか、教える側の方の立場からいうと、こういう基

に、こういうものがあって、こういう工程で、こういうものがあってというものをも

う１回こういう形にして、だからこうなんだということが分かりやすくて、これを読

み込んでもらえば自分の教育として、どうしていくかっていうことが、本当はこれな

んだって、ことを、もう１回軽井沢町として教えていくのに良いのではないかと感じ

ました。 

 

【こども教育課長】 
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ありがとうございました。他によろしいでしょうか。それでは、この件につきしま

しては以上とさせていただきます。 

続きましては（２）軽井沢町の教育の現状等につきまして、軽井沢町総合教育会議

設置要項第５条に基づき、学校長より説明をいたします。説明は、中学校、東部小学

校、中部小学校、西部小学校の順でお願いいたします。  

 

【中学校長】 

軽井沢中学校長の山﨑伸一と申します。日頃より本校の教育活動にご理解をいただ

きまして、また多大なるご支援をいただきまして、本当にありがとうございます。そ

れでは中学校の現状についてお話をさせていただきたいと思います。資料等ございま

せん。口答になってしまいますが、よろしくお願いいたします。本校は学校教育目標

を知力と体力にあふれ、心身ともたくましい、心豊かな生徒の育成。サブテーマとし

ましては、すてきな軽井沢人になろうということで行っております。 重点目標は人間

力の向上、それを具体的に行うために、4つの重点活動を行っております。 

1つ目はあいさつ、2つ目は清掃、3つ目は合唱、4番目は自ら学ぶ、友と学ぶ、いう

ことでございます。 

これらを重点活動としながら、生徒1人 1人の人間力の向上を目指しております。 

さらに、本年度は本校、アウトプットというのを大きなテーマとして、授業改善を

行ってきました。例えば、今年で言いますと先ほど来出てきております。軽井沢学、

今までは文化祭の中で限られた お子さんだけが発表していた場面があったんですが、

今年からポスターセッションという形で、すべての子が発表するということを企画い

たしました。発表の仕方とか表現方法についてはまだまだ改善の余地がありますが、

せっかく身につけた力を自分の言葉で書いたり、言葉で発したりすることは、子ども

たちにとっても、非常に力がつく活動ではないかというふうに思っております。ま

た、日頃の授業実践、いろんな教科で行われているわけですが、私は社会科ですの

で、社会科の授業の中で、今年スチューデントティーチャーという形で、授業を行っ

てきました。これは単元の終わりのところで、生徒たちが、自分たちが学んだ歴史や

地理や公民の中身について、自分なりにテーマを決めてですね。このことについて全

体の中で発表するという。そんなことを今年から行っております。ご存知のとおり

ラーニングピラミッドっというものがありまして要するに聞いたりしているだけで

は、すぐ子どもたちに学力がつくわけではなくて、記憶も薄れていってしまいます。
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そうではなくて、生徒が自ら考えたり、中には教えるっていう行為をすることによっ

て、学力がつくという、そんな視点から、社会科の先生方中心に、スチューデント

ティーチャーというものを行いました。子どもたちも本当にその場面を見たんですけ

れども、生き生きとしながら、普段は座って先生の話しを聞いたりは時には子ども同

士で考え合う場面があったんですけれども、自ら黒板を背にしてですね先生のように

なって、みんなにそのことを説明するということは非常に良い活動だったというふう

に考えております。 

一方で、課題としましては、 不登校の問題が挙げられます。3月末で３０日以上欠

席の生徒が５０名強おります。中には全く登校できていない子は、そのうち２名とい

うことでございます。言い換えれば、学校とのつながりとか、先ほど宮本教育長の中

にもありましたが、スクールサポーターという方と繋がったりしておりますし、他の

機関とも繋がっているというそんな中でございます。 ただ一方、今、高校入試制度が

今年から大きく変わり、調査書の中身の中で、出欠席の項目が今年から取り払われま

した。ということで、出欠席が、合否と直接大きく係わるということがないというこ

とを、県教委の方が大きく打ち出したのかなというふう捉えております。一方で 今年

卒業した生徒の中で、通信制に進んだ子が１１名おりました。というふうに、本当に

近年高校の進学に関しても、通信制というものも、非常に増えてきているということ

でございます。あの軽井沢中学校としましては、地元の軽井沢高校の方に進学し、魅

力的なカリキュラムを組んでおりますので、もっともっと 軽井沢高校と連携を深めな

がら、子どもたちが自分らしく学べる軽井沢高校で学べるようにまた、学校として

も、中学校としても協力をして行きたいなというに思っております。最後になりまし

たが、来年度につきましては、フィードバックというものを柱にして、授業改善、生

活向上を図りたいなというふうに思います。要するに、授業の最終の場面で、子ども

たちがこの時間にどんなことを学んだのかということを振り返るというのがフィード

バックという風に捉えております。どんなことがわかった、どんなことがわからな

かった。わからなかったことをどういう風に解決したらいいかということを子ども自

身が考えていく。子どもはその中で考えた中でそれを自宅に持ち帰って、自主学習と

いう形で 学びを深めていく。教師は子どもたちがわからなかったという何がわからな

かったってことをしっかりと捉え、見届けていく。それをさらに授業改善の場へと繋

げていく。これは授業だけではなく、すべての生活の場においても同じです。１つの

行事をするにしても、きちんと目的や狙いがありますので、そのことについてどうで
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あったかということを子どもたちが振り返る。じゃあ次もっといいものにするために

は、どんな改善点が必要なのかってことを是非行っていきます。また、日頃の子ども

たちの生活記録というのを書いてあるわけですが、これもある意味で言うとフィード

バックに繋がるのかなと思います。次の日、よりよい生活を送るために、どうしたら

いいかということを考えていく。そんな形で来年度軽井沢中学校を進めていきたいと

思いますので、今後もご支援、ご理解のほどよろしくお願いいたします。軽井沢中学

校から以上でございます。ありがとうございました。 

 

【東部小校長】 

軽井沢東部小学校の校長の川崎圭一と申します。どうぞよろしくお願いします。日

頃より本校の学校教育にご支援ご協力いただきまして本当にありがとうございます。 

本校ですけれども、学校教育目標ですけど、風土に恥じない爽やかな人になれ。優し

く、かしこく、たくましくというのを教えております。軽井沢のこぶし教育の理念を

受けまして、軽井沢に育つことの自信と喜びを持ち、一人、一人かけがえのない人と

して、自分を大切にする、多様性を認める。他の人も尊重できる人。友と学びながら

主体的に学び、地域から学ぶ人。物事にねばり強く取り組むことができるたくましい

気力と体力にあふれた人に育つことを願っております。 

そして重点目標として、自分で作るみんなで作るというのを打ち出して、自らをコ

ントロールする力であったり、他者と繋がる力、新しいものを作り出す力というもの

について、子どもたちと一緒に教育を進めております。本校の方で今年度も大切にし

ている取り組みとして、３つの柱があります。 

１つ目が集団作りとしまして、対話であったり、異年齢の交流というものを行って

おります。本校探求小規模校でありますので、その強みを活かして、学校全体での交

流、異年齢交流という活動になりますけれども、それを定期的に行っていって多様性

を認め、互いの違いを認めて、仲間と共に成長できる子どもの育成というものを進め

てきました。縦割り班活動というのがありますけれども、年間を通して行い、子ども

たちや他学年の仲間と一緒に遊ぶっていうようなことを行っております。 

本校は小規模ということですので、対話というものを大切にしてきまして、子ども

たちの対話を充実させて、子どもたちの自己肯定感、自己有用感の高まりや 相手の

困ったという思いを受け入れるから支えるというようなこと、そういうような子ども

たちの成長を促してきました。  
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２つ目の柱ですけれども、２つ目は授業づくりということで、やってみたいものと

いうことを、大切にした学びの充実、まあ探求という言葉になってきます。あと個別

共同的な授業作りを行ってきました。子ども同士と学び合う授業を実践し、教室内で

一斉授業では学習に参加できなかった子どもたちが前向きに取り組める姿が見られる

ようになっております。その学びを学校全体の学びに広げて、誰１人取り残すことな

い、すべての子どもたちに学びを保障するということを目標にして、自分作りの方を

進めてきております。 

３つ目の柱としまして、体作りということであります。自分の学びを自分で作り出

す学習、それから児童会活動などを推進しております。心身ともに健康で粘り強くや

りぬく子どもたちの育成に向けて、異年齢交流を重ねたという東部っ子タイムを行っ

ておりますけれども、子供どもたちたが自分から遊びやいろんなものを工夫するそう

いうような機会を設けております。健康な体作りに加えて、子どもが自分で計画して

実行する学習活動を校内で仕組んで支援しております。 

本校今年度関わって、新たに取り組みという形で、今年度１つ目から運動会のとこ

ろでは、児童会の方で縦割り班対抗の全員リレーということで、１年生から６年生ま

でが参加するというリレーを今年初めて行いました。 

それから音楽会では低学年の発表だけでなくて、クラブ、本校のところには、４、

５、６年生全員が参加する６つのクラブがあるんですけれども、その中からダンスク

ラブと大正琴クラブは自分のやってきたことを発表する。アートクラブとかパソコン

クラブは装飾であったりとか、プログラムであったりというので協力することをして

きました。あと縦割り班で遠足に行くということも今年度計画をして実施しました。 

あとはランチルーム給食ということで、本校ランチルームに全校児童１２０人ちょっ

と集まりまして縦割り班に分かれて給食を取るということも２学期、３学期に継続し

て行ってきております。あともう１つ活動祭、今までは委員会ごとの活動だったんで

すが、今年度はそれを縦割り班での開催にして、１年生から６年生までが企画運営を

行うということもやってきました。そういうようなことで本当に１年生から６年生ま

でが一緒に関わって一緒に話をして、一緒に計画を立てて、一緒に楽しむということ

を年間通じて行っていきました。ただ本校の課題としても、人数が少ないということ

がありますので、どうしても１つの関わりを固定化してしまうということがありま

す。また、その固定化したことが原因で、不登校になっているという子どもいますの

で、そのところは本当に本校としては大事にしながら、子どもたちとの関わりという
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こともこれからもしっかりと見て行きたいなというふうに思っております。来年度に

つきましても、今行っていることを継続的に行い、それから児童会、子どもたちの

やってみたいというものをどんどんどんどん全校に広めていきたいなという風に思っ

ております。自分で考えていろんなことを自分で探求して行くというようなことを来

年度目指して行きます。はい以上になります。 

 

【中部小校長】 

  軽井沢中部小学校長の阿部と申します。よろしくお願いします。 いつも本校を支

えていただき、ありがとうございます。 

私からは本年度力を入れてやってきて、一定の成果を上げたこと２点。課題と具体

策について２点お話しさせていただきたいと思います。 

まず、本年度力を入れてやっていたことの１つとして。表現発信を通したウェル

ビーイングの実現という重点のもと、自分の好きや楽しいが個々に探求できるそうい

う時間学習を大切にしてきました。ＩＵ ＣＨＵＢＵ（いう ちゅうぶ）という名前

で、年間１０回程度子どもたちが個々に自分の興味関心がある好きなこと楽しいこと

を発表する場を作ってまいりました。 大きな体育館に自分だけのブースを作って、そ

こで自分のことを表現して、それぞれ全校が、自分の行きたいブースに行って、そこ

で聞いたり、一緒に参加したりっていうそういう時間をもってきました。表現するこ

と、発信することを通して、学校に来たくなった子も大勢いましたし、大きな学びが

ありました。このことについては、本年度町で 行っていただいた表現コミュニケー

ションの授業を５年生がやったんですけれども、そこで学んだ子どもたちと職員の意

識改革っていうか、そういうことができるんだっていう大きな１歩になったと思って

おります。感謝しています。２つ目です。フォームのＤＸ化が進みました。これにつ

いては、 具体的には児童や保護者対応への情報共有がシステム化しました。また学校

にはたくさんの会議があるんですけれども、会議の前に個々の職員の考えをチャット

で話し合っておく。で、参集しての会議はもうそのチャットの内容を踏まえた上での

会議になりましたので、時間の削減になりました。このようなＩＣＴを活用した業務

改善が進んだ結果、先生たちに時間的なゆとり、精神的なゆとりができて、その結

果、児童と向き合う時間やゆとりが増えた。子どもとの関係が良くなったというか、

そういう子どもへ向き合う時間が増えたというところがとても、良かったかなという

ことを思っています。 
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課題と具体策についてです。課題の１つ目は、本校は首都圏からの転入者が増加し

ております。ここ数年２０前後の転入が毎年あります。 

その結果、多様な考えを持った保護者、児童、要望のある保護者や児童がいます。大

変学ばせていただくことも多いんですけれども、担任が １人でその対応にあたるとい

うことに、少々限界を感じております。そこで来年度はチーム担任制をシステム化し

て、学年の職員３人プラス町費でＴＴ講師を３名配属していただくことになったんで

すけれども、また県費の加配職員も含めまして、チームで子どもたちを見る担任だと

いう意識で、進めていきたいと思っています。具体的にどうするかということについ

ては、現在職員と話し合っている最中であります。そういう対応することで、あの多

様な考える要望にできるだけ沿って、学校経営を進めていきたいと思っています。そ

れから２つ目の課題なんですけれども、個々の探究学習のさらなる充実です。自分の

好き、楽しい得意なものを通したウェルビーングの実現をさらに図っていきたいと思

います。今年度ＩＳＡＫや中保育園との交流もさせていただきましたけれども、軽井

沢学にもっともっと寄せたそういうものもあってもいいかなということも思っていま

す。 

具体的には、探究学習だけではなく、インクルーシブ教育、個々の学びを尊重する

インクルーシブ教育 、それからＩＣＴの活用、この３本立てで、このウェルビーング

の実現ということについても、推進して行きたいと思っています。 

いずれにしましても、もっともっと子どもに委ねることをキーワードにして、 子ど

も主体にして子どもとともに学校を作っていく。そんな１年間にしたいと思っていま

す。来年度中部小学校７０周年となります。そんなことも含めまして、職員一同頑

張っていきたいと思っています。以上です。 

 

【西部小校長】 

軽井沢西部小学校長の久保貴史と申します。 

私の方からは２点子どもに関わってと保護者に関わってということでお話をさせて

いただきいと思います。一点目ですけれども、子どもに関わってくることで、本校の

教育学校目標は自分で考えるみんなで作るでございます。今年度いくつかある重点の

１つに探求というものがありまして、自らそれを持ち考え行動するというものがあり

ます。それに関わりましては、今年度個人探求、２年目になりますが、３年生から６

年生、興味があって自分たちで調べたいなと思うこと、例えば、自分が今やっている
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スポーツに関わってとか、軽井沢の動物ですとか、植物に関わって、そういったこと

を調べ、最終的には、保護者に発表とするという、そのようなところがありました。

また、５年生、６年生は軽井沢高校生と交流しながらお互い発表してあうなんていう

こともやりました。その甲斐がありまして、自分の考えを持って考えをうまく伝え

る。それで工夫する、そのような力っていうのが動いてきているのかなと感じており

ます。一方で課題と致しまして、全国学力学習状況調査を児童生徒質問紙の中で、自

分には良いところがあるというような質問項目がございますが、ここ近年、数年なん

ですけれども、肯定的な回答が、若干全国より低いかなというようなことがございま

す。この自己肯定感を持つということについて、もう少し工夫していく必要があるな

というのを感じております。 今年度児童会でタレント賞というものを企画しまして、

子どもたちがバレーや 空手、歌などをみんなの前で発表するというような企画がござ

いました。とても有意義な時間でしたし、まあ発表する側、受け取る側、それぞれ効

果があったのかなということで、来年度自己肯定感を高めるということで、自己決定

ということを一つキーワードにして力入れて行きたいと思っております。 

２点目、保護者ＰＴＡのカバンについてでございます。今年度保護者ＰＴＡさんの

方でサークル活動を立ち上げました。１つは、読書、読み聞かせサークル、もう 1つ

は八風山の登山に関わったサークルでございます。いずれも持続可能なその保護者

と、学校との連携、例えば、そのサークル活動というのは、お子さんが卒業した後に

もサークルのメンバーとして学校行事に関わってくださるいということが可能になっ

てきます。そのようなことも、 今年度始めましたので、そういったようなところまた

保護者と連携しながらの学校づくりというのを、来年度また考えてもらいたいなと思

います。以上でございます。  

 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。それではここでご質問ございましたら、お願いしたいと

思います。 

はい、どうぞ。 

 

【委 員】 

各学校でのＰＴＡ活動についてということで、発表がありましたけれども、我々の

時代っていうのは、ＰＴＡ活動ってのはもう即加入ということだったんですね。今は
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色んな転入者とか、そういうものが多くて、先日ＰＴＡの活動・加入についてアン

ケートを実施したと思うんですけども、各学校の方で加入状況アンケートをわかる範

囲で教えていただきたいかなというふうに思います。 

 

【中学校長】 

中学校ですけれども、教育委員の藍原教育委員は来年ＰＴＡ会長ですので、そちら

に聞いていただく方が、中学校のことはわかるかと思いますが、今年に限っては、今

年というか今年はほぼ入っているという状況です。来年度以降はちょっと任意団体で

あるということで、どのようなアンケートを取るかというところで、考え検討しつ

つ、踏み出そうとしているところです。詳しくは藍原委員に聞いてください。中学校

からは以上です。 

 

【こども教育課長】 

はい、それではお願いします。 

 

【委 員】 

はい、まずはＰＴＡは任意団体であるということを前提として、あのこの任意性と

いうのを明確にしていかないといけないだろうということを昨年、年度の初めに役員

の中で確認をしました。ただ、そこについて、こう会員の皆さんに、きちんとＰＴＡ

の活動の趣旨だとか、活動の状況をお伝えしない状況で任意なので、自由に参加をし

なくても参加をしてもいいんですよという意向の確認の仕方をすることで、たくさん

の退会が出てしまって、活動が維持できなくなって、ひいては子どもの生活をサポー

トすることができなくなるということが懸念されましたので、昨年１年間でＰＴＡの

活動についてのご意見をまずアンケートを取ってお聞きして、その上で活動は任意で

すようという前提で、退会を希望する方は、退会の手続きを取っていただくことがで

きますと。もっともそのＰＴＡの活動っていうのは究極的には自分の子どものために

社会の子どもみんなをサポートするという活動であるので、そこに協力をしていただ

きたい。ご理解とご協力お願いしたいですよという形で、意向の確認をしまして、現

時点で退会の手続きを取られた方が、１割に満たない位の数、家庭数全体で見て、新

１年生を含めて、新２年生、新３年生の家庭数のおそらく１割弱位、１割に満たない

位という状況です。今後も引き続きＰＴＡの活動の見直し、効率化も含めて、一方
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で、子どもサポート、子どもの学校生活をサポートする活動ができるように検討続け

ていきたいと思っておりますのでご協力のほどよろしくお願いします。 

 

【東部小校長】 

軽井沢東部小学校ですけれども、東部小学校のＰＴＡにつきましては今年度のとこ

ろでＰＴＡ会長さんの方で、進めていただきまして、ＰＴＡの改革を行ってきまし

た。今までのＰＴＡの中で本当にいらないものを全部削って、それで簡素化すること

と、それから子どもにとってとても必要なものと、それから希望者でいいんではない

かというようなものも含めてＰＴＡの会費であったりとかそういうものもすべて見直

しをしましたので、来年度はＰＴＡにつきましては本当に会費を３００いくらぐらい

のものにしました。ただ、他のものについては、ＰＴＡに親が入っている入っってい

ないに関わらず子どもに関わるものだということなので、各１人当たり６００円の保

護者費というようなことで、これは、全員からもらいますということで、改革をして

おります。ＰＴＡは任意団体ということになりますので、それについてはアンケート

をまず取ります。今年度もこれもまだ新１年生はありませんけれども、それ以外の９

割ちょっとの方が参加をしてくださるということであります。ただ入っていない方に

つきましても、ＰＴＡ会費とは別に保護者会費っていうものをいただくので、活動に

ついては、つつがなく進んでおります。あとは、今まで何てうか、何々委員とか何々

部で行ってた活動をボランティアの方でやって行きましょうということで、読書のボ

ランティアであったりとか、あと運動会の時のボランティアであるとか、その場でで

きるときにできることををいうことで声をかけて行うような形になっています。は

い、以上です。 

 

【中部小校長】 

軽井沢中部小学校は今年度初めて加入の意思を取りました。その結果、来年度は 

８７％の方が加入ということで、進んで行きます。以上です。 

 

【西部小校長】 

軽井沢西部小学校ですけれども、来年度はまだ結果はわかっていませんが、今年度

は９割５分位の方が入っておられます。以上です。 
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【委 員】 

はい、ありがとうございました。ほっとしてるんです。あくまで任意団体ですけれ

ども、やはりＰＴＡ活動というものは子どものためにやるものだということを、ＰＴ

Ａの皆さんね理解していただければいいかなというふうに思っております。ありがと

うございました。 

 

【こども教育課長】 

他にご質問ございまでしょうか。はいどうぞ。  

 

【委 員】 

質問というよりは、また少しずれてしまうかもしれませんが、家庭学習についてお

聞きしたいのですが、児童館それから放課後こども教室の学習の方針が、また多少変

わるということで、自主性をとても大切にした学習ということで、今までいた学習ア

ドバイザーがいなくなるということなんですが。その家庭学習のあり方を今まで手引

きとかいただいてたんですが、学校の学習の復習したその学習の定着としてなのかっ

ていう部分、または家庭学習、家庭で勉強するっていうその姿勢の習慣化なのかまた

は、あの自主性を大事にして、自分で探求してきたり求めてきたものを町学っていう

か、そういう形で家庭でもするのか、色々なその学校教育の方針に沿って。出される

んではないかと思うんですけども、ただ、保護者の方にね、宿題出して欲しいなって

いうお家の方がほとんど。ただ遊んでいるばかりでは困るみたいな。お家の方の直な

気持ちも聞くんですが、そうした時に説明を、今度何かこの児童館でちゃんとしてこ

ないのみたいな。宿題にしても家庭学習にしても最終的に確認するのは、お家の方だ

と思うんですね。あと、担任の先生方が どういうことで、これを出してるのかなっ

て、たまに、？なのかなって思う時があるんですが、そこをはっきり説明が、今度求

められるようなことになるかもしれないのでこういうことで、こういうことでってい

うことが、やっぱり必要なってくるかなっていうこと。特にこれから来年から来年度

から大切になるんじゃないかなという思ってます。質問ではないですけれども、また

要望でもあるんですが。そこのところを、小学校、中学校でまた違うと思うんです

が、特にその３校について、放課後子ども教室との関連で、そうことを感じておりま

す。以上です。 
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【こども教育課長】 

はい、ありがとうございます。そちらの方、委員がおっしゃる部分は、教育委員会

と学校との連携の下でしっかりやっていきたいとそのように考えてまいりますので、

またよろしくお願いします。他にございますでしょうか。 

はい、どうぞ。 

 

【委 員】 

はい、あの各学校で、いろいろ工夫をして、学習活動をしてくださっていることが

とてもよくわかりました。ありがとうございます。１点質問です。 

各学校で、それぞれ主体的な学びということで、探究学習だったり、発信をするア

ウトプットをすることに力を入れていらっしゃったり、そういった取り組みをしてい

らっしゃるというはお話がそれぞれにあったんですけれども、探求です。主体的に学

ぶということの両論というか、セットとして、その学習だけではなくて、生活面にお

いても、主体的に学校生活を主体的に過ごす。学校、さらには、学校の運営の中で子

供どもたちの主体性というのがどのように、実際考えられているのか、学校例えば学

校の運営になんだか子ども参加という観点で、何かお見直しをされていること取り組

んでいること、あるいは何か取り組もうと思っていらっしゃることなどありました

ら、教えていただきたいと思います。 

 

【中学校長】 

はい、ありがとうございます。本校では、生徒会の子たちの考えをですね。できる

だけ取り入れていこうといことで、今年の事例でいえばカジュアルデイというのをや

りました。私服で登校するというもの、こどもたちがぜひやってみたいということ

で、今年２回実施したということであります。今後、今まさに、制服を変えようかと

いう話がありますので、そういったものについても、子どもたちの意見をですね、積

極的に取り入れていけたらいいなと思います。あとまたいろいろと服装の話もです

ね、校風委員会中心にいろいろと話が出てますので、できるだけ多くの子たちの意見

を吸い上げられるように工夫していきたいと思います。以上です。 

 

【東部小校長】 

軽井沢東部小学校ですけれども、軽井沢東部小学校の児童会活動の中で、子どもた 



- 19 - 

 

ちがこれやってみたいということをなるべく実現できる方向で、考えて、今年やって

おります。先ほど、私忘れておりましたけれども。縦割り班での中で清掃、子どもた

ちの伝統行事。みんなで行きたいていう話があった。じゃあどうやってやろうかって

いうことを考えたりとか。あと、音楽会でもせっかく大正琴を習っているからみんな

に聞いてほしいっていうような子どもたちの願い。そこからスタートするような形を

とっております。これからだと子どもたちのやってみたいとかを教師側の方でも敏感

にキャッチしながら一緒に同じ方に向かっていきたいと思っています。 

 

【中部小校長】 

中部小学校は、意識的にやってきたことが３つあります。 

1つは、職員なんですけれども、当たり前にやってきたことを見直すというところで

す。昨年度からやっています。教師が勧める、教師がお膳立てをしてやることが当た

り前になっていることってたくさんあると思うんです。そこをもう一度、その主導権

を子どもに委ねたらどうなるかやってみたらどうなるかっていうことを進めていま

す。２つ目です。それに関わるんですけれども、学校行事についてなんですけれど

も、これもやっぱり職員が進めることがたくさんあったんですけれども、運動会、音

楽会ほか色々あるんですけれども、子どもが、例えば、司会をして進めるとか 、計画

段階から子どもに聞いてやっていくっていくというようなところも進んでいます。３

点目は児童会や有志の子どもたちのグループが学校を変えるとか、学校をこういうふ

うに進めていきたいということを話し合ったり、発信したりできる場と時間を作りま

した。具体的には朝の２０分間の活動があるんですけれども、そこを今までは校長講

話とか、いろいろなもの、かたいものが入っていたんですけれども、そこをちょっと

子どもに渡して、児童会でこういうことをみんなやってみましょうとか、こういう

ルールを作ってみたんですけど皆さんどうですか？意見くださいとか、そういうこと

を子どもが発信して子どもが答える。そういうことができるようなことを進めていま

す。 

補足なんですけれども、来年度７０周年行事についても、子どもたちが中部小学校

の７０歳の誕生日を祝うということで、子どもたちが進めるっていうことも企画して

います。以上です。 

 

【西部小校長】 
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  西部学校ですけれども、こども主体性ということで、あのやはり実質的な活動なの

で児童会活動というのを活性化して行きたいなと思っております。学校作りに子ども

が関わるといいなと思っておりまして、今年度児童会でアンケートを取って、休み時

間を５分伸ばして欲しいという結果が多く出ました。来年度の日程を考えるときに、

ちょっと水曜日あたりを５分伸ばそうかなっていう風にそうやって、子どもたちの考

えになるべく変えられるようにしながら、行けたらいいかなと思っています。以上で

す。 

 

【委 員】 

ありがとうございます。すみません。もう 1つよろしいですか。 

生徒会活動、児童会活動で生徒さんからの意見を尊重されているということでし

た。この生徒会や児童会の活動っていうのが一部もちろん熱心に、積極的に意見を言

える子たちっていると思うんですけれども、広くそういう活動に積極的に参加ができ

ているわけではない広く生徒児童の意見とか困りごとっていうのをこう聞いて、それ

を活かすために、何か工夫をされていることとか、あるいはデメリット、難しいなと

思っていることとかあったら教えていただけるとありがたいです。 

 

【中学校長】 

中学校としては、フォームを使っですね。アンケートを取るということは行ってお

ります。個人的には、来年、私のところにも直接子どもの声が届くような、そういう

システムができたらいいなということはちょっと今考えております。ちょっと具体的

にはまだ考えておりません。以上です。 

 

【東部小校長】 

東部小学校ですけれども東部小学校は少人数による縦割り班、１年生から６年生そ

れぞれが一人か二人というような人数でのグループになります。そういうところで、

中ではなかなかものが言えないけれども、そういう提案でもとではしっかりと、リー

ダシップを発揮できるというような経験を積むような形を行っております。 

 

【中部小校長】 

中部小学校です。中部小学校はやはり４、５、６年生の高学年の子どもたちが児童 



- 21 - 

 

会これまでやってきてやっぱりその子たちだけが進めている。いろんな意見があげら

れないというのやはり課題でした。で、これ、来年度からやってみることなんですけ

れども。１、２、３年生も児童会の一員として名を連らねるっていうところを先生た

ち考えて、子たちとやってみるチャレンジが始まります。どうなるか楽しみです。 

 

【西部小校長】 

西部小学校です。クラス会議、いわば話し合い活動なんですけれども、学級ごとに

サークルを作って、一人一人が自分の考えを持てるっていうようなものがあります。

もちろんパスもしてもいいんですけれども、来年度ちょっとそのような話し合い活

動っていうのを各学級で活性化させたいなと思っております。でも、あくまでも手法

ですので、根本的なところは中身が大事と思っています。以上です。 

 

【こども教育課長】 

はい。よろしいでしょうか。他に質問ございますでしょうか。はい、町長。 

 

【土屋町長】 

中学校なんですけれども、先ほど３０日以上欠席で、いわゆる不登校に当たるとこ

ろ５０名強ということだったんですけど、学年別で例えば３年生何人いてそのうち通

信制に進学したその子たちなのかちょっとその辺りわかったら教えていただければと

思います。 

 

【中学校長】 

ぱっとすぐ出てこないので、また後ほどお伝え出来たらいいなあと思いますけれど

も、通信制の学校に通っている子たちの中には、通常に毎日登校している子も実際い

ます。逆にあの不登校のお子さんの中には、やはり登校っていう選択肢ではなくて、

アルバイト的なことをしながら、自立して行きたいという道を選んだ子もいますの

で、学年別では、ほぼ同じぐらいの割合というふうに均等で、考えていただければい

いかなと思います。進路はイコール、通信制イコール不登校のお子さんが行ってい

るっていう形だけではなくて、通常の毎日登校しているお子さんの中にも通信は年々

増えているということでございます。以上です。 
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【土屋町長】 

はい、ありがとうございました。不登校という言葉は、まあ全国的に標準語になっ

ちゃってるんですけど、この言葉を使うのはどうかなとか思ってます。学習支援セン

ターも今、方針としては学校に戻すっていう方針じゃないっていうのを聞いてますよ

ね。なので、なんかこれ名前変えられないかなとか思ってんですけど、例えば、在宅

学習者とか、不登校って名前だけで悪いイメージがあって、軽井沢でも変えたらどう

かと思いますが、まあいきなり教育長にこういう中で軽井沢の考え方みたいなのを出

すといいような気もします。はい提案です。 

 

【こども教育課長】 

はい、ありがとうございます。またその辺も検討して進めさせていただきたいと思

います。他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。そうしましたら、（３）

第３期軽井沢町子ども・子育て支援事業計画について私の方から説明をいたしたいと

思います。お手元にあります冊子の方をご覧いただければと思います。第３期軽井沢

町子ども・子育て支援事業計画になります。 

表紙の次の次ですね。目次になります。こちらの方をご覧いただければと思いま

す。目次になりまして、第１章計画の基本事項、第２章計画の基本方針、第３章子ど

も・子育て支援の概況、第４章子ども・子育て支援事業計画、第５章基本施策の展開

という形の第５章の部分で、今後第３期の計画の策定をしております。２ぺージ下の

ページ２ページをご覧いただきたいと思います。こちらにつきましては、計画の位置

づけですが、本計画の子ども・子育て支援法の基本理念を踏まえ、当法の第６１条に

基づく計画となっております。５ページの下の方にあります。その計画を踏まえまし

て、令和２年度から今年度までの５か年で第２期が終了となります。来年度令和 7年

度から令和１１年度までの５か年を計画期間とする第３期の軽井沢町子ども・子育て

支援事業策定に向けて、昨年ですね、令和６年２月に子どもワークショップ 、３月に

就学前児童及び小学生児童の保護者にアンケート調査、１０月に子ども子育てワーク

ショップ、今年の１月になりますが、パブリックコメントを実施いたしました。今年

度子ども子育て会議をですね３回開催し、この本事業の協議を重ねて会議におきまし

て、委員よりいろいろご意見いただきながら、承認をいただき今回この冊子という形

になっております。 

８ページをご覧いただきたいと思います。主な事業といたしましては、そちらに記 
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載してございます９ページまでの１５事業を中心に各課、民間団体、関係機関等々連

携し実施してまいりたいと考えております。９ページの下の図ですね。こちらの方に

なりますが、こちらがその１５事業のイメージ図、このような形で細部に亘り色々な

事業の中をより今後展開して行きたい。そのような形になっております。１２ページ

をお願いいたします。こちらにつきましては、第２章の基本方針になりますが、第１

期、第２期を継承し、大地に根をはり健やかに育つ軽井沢の子どもたちとしてさまざ

まな部分を今後展開して行きたいと考えております。それ以降になりますが、保護者

アンケート、子どもワークショップ２２ページから６９ページまで掲載してございま

すので、こちらにつきましては、また後ほどご覧いただければと思います。 

７０ページをお願いいたします。こちらからですね。先ほど申しました子ども子育

て支援事業計画１５事業につきまして、継続して実施している事業、またですね新た

に実施する事業を掲載してございます。こちらを元にですね今後の５年間を目標値と

して、各課関係機関等含めてですね協力しながら実施してまいりたいと考えておりま

す。なお、この本計画につきましては、この４月にですねホームページに掲載し、 広

報誌にも出す予定となっております。また、概要版につきましては恐れ入ります本日

ちょっとお手元にないですが、４月の中旬頃を目途にですねまた委員の皆様等々にお

配りしたいというふうに考えております。以上です。 

こちらにつきまして、何かご質問等ございましたらお願いしたいと思います。 

 

【委 員】 

この計画かすみません。３ページの、今回のこの子ども・子育て支援事業計画とい

うのがこの３ページのグラフのような表のこの赤い部分に当たるものという理解で間

違いないですか。 

 

【こども教育課長】 

そうです。大丈夫です。 

 

【委 員】 

そうすると、この計画が対象になっているのが小学生までということのようなんで

すけれども、今回の計画の他に、中学生、高校生を対象とした町の支援計画なんかが

別途あるか教えていただけますか。 
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【こども教育課長】 

現在はですね。その部分はあの大まかな計画がございませんので、その下のですね

その他計画は努力義務になりますが、中学生から就労までの子ども若者計画というの

はこちらの方は今後ですねちょっと軽井沢町としても、どのようにしていくのかとい

うのは関係各課と話し合いながら進めていきたいという形に考えています。 

 

【委 員】 

是非お願いします。 

 

【こども教育課長】 

はい。他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

そうしましたら続きまして（４）軽井沢オープンドアスクール（仮称）ついて、こ

ども教育課軽井沢高校・教育魅力化推進係の金井より説明いたします。 

 

【軽井沢高校・教育魅力化推進係長】 

はい、改めましてよろしくお願いします。着座のまま説明させていただきます。軽

井沢オープンドアスクール（仮称）についてということでよろしくお願いします。お

手元のクリップ止めの資料をお願いいたします。こちらは当日の会議資料となりま

す。去る３月７日金曜日、第一回目となります設置準備会議をくつかけテラス中軽井

沢図書館で開催いたしました。当日はどなたでも傍聴できるように公開とさせていた

だき、一般の方１４名、報道機関４社の方々にご参加いただきました。会議につきま

しては、委員の皆様に今後議論いただくうえでのバックグラウンドとしまして軽井沢

町の教育環境について説明させていただきました。 当日参加いだいた委員１８名の

他、文部科学省学びの多様化学校及び夜間中学それぞれのご担当者、また長野県教育

委員会のご担当者様から、制度の説明、これまでの取り組み等についてご説明をいた

だき、委員の皆様と質疑等を含めた意見が交わされました。主な議題はお手元の資料

のとおりですが、設準備会議を令和７年度に合計６回、プラスアルファということで

予定しております。開校までの設置準備会議のスケジュールを提示させていただきま

した。また当町が目指す軽井沢オープンドアスクール（仮称）のスクールコンセプト

及び学びの多様化学校、夜間中学設置に向けたアンケートについて提案をさせていた

だき、委員の皆様からのご意見等もいただきました。いただいた意見等含め、先生た
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ちの持論のそれぞれの意識改革も含めた既存の公立学校のこれから。また、今後設置

する軽井沢オープンドアスクール（仮称）のあり方を重視して行き、児童、生徒、保

護者からの意見とアンケートを実施することで意見を収集していきたいと思っており

ます。また、詳細は未定ですけれども、ワークショップのようなものも実施していき

ながら意見を聞いていきたい、そのように考えております。引き続き、内堀教育推進

アドバイザー、小中学校の校長先生、本設置準備会議の座長でもあります信州大学の

荒井先生、 そして長野県教育委員会と連携を取りながら長野県初となります設置に向

けて進めてまいりたいと、そのように思っております。今後、会議の報告等議事録に

つきましては、町の公式ホームページ等でもアップして行きたいとそのように考えて

おります。説明は以上となります。 

 

【こども教育課長】 

はい、（４）番のご質問等、ご意見等ございましたら、お願いしたいと思います。 

 

【委 員】 

スケジュール案を拝見しています。スケジュールワークショップを実施されて、お

そらくお子様とか、保護者、町の方のご意見を集められると思うんですけれども。

もっとそのそこの場で学ぶであろう子どもたちとか、あるいは教育を受けてこられな

かったその機会がなかった子どもたちが、また学びたいと思えるように、学びやすい

ようになるためにもっと意見を聞ける場を検討していただきたいと思います。どうし

ても今、このオープンドアスクールが対象としているお子さん、方々って、大きな声

で意見を言ったりすることが難しい方だったんじゃないかと思います。 なので、単発

でアンケートで意見を聞いたり、ワークショップのような形で、その時意見を出して

くださいって言ってもなかなかいろんな悩みがあったり、要望っていうのをその場で

すぐ出すのって、すごく難しいと思うんです。まず、関係性が出来てからでないと、

聞き取り出せないと思いますし、なので、今のこの計画のどういう段階で、どういう

計画で進んでいるのかということを伝えたり、そして意見を聞いて、またそれを

フィードバックしてという形でできれば、継続的に相互でコミュニケーションができ

るような意見を聞く機会というのをご検討いただけないかなと思います。あの要望で

す。以上です。 
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【こども教育課長】 

はい。貴重なご意見ありがとうございます。はい。事務局の方で、そのような双方

でコミュニケーションとれるような体制、どのようにしたいいのかというところも、

実は委員の中に保護者の方、町関係者の中でいらっしゃいますので、そのような方へ

も協力依頼という形で、進めていきたいと考えております。ありがとうございます。 

他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。それでは続きまして（５）その

他に移らさせていただきます。 

 

【生涯学習課長】 

貴重なお時間を大変申し訳ございません少しいただきたいと思います。日頃より生

涯学習活動に対しましても、それぞれのお立場でご協力いただいていることを感謝申

し上げます。生涯学習課から２点ほど報告とお願いをさせていただきます。 

まず１点目ですけども、旧三笠ホテルの関係になります。旧三笠ホテル重要文化財

の保存修理工事が今月３月上旬に終了しております。今後は外構工事エレベーター棟

などの工事が６月末で竣工となる予定でございます。つきましては、リニューアル

オープンにかかる記念式典を現在のところ１０月１日に開催したく、準備を進めてい

るということで報告をさせていただきます。 

続きまして２点目になります。現在進行中の案件になります。庁舎改築周辺整備事

業は、この度町役場庁舎と中央公民館機能を備えた仮称になりますけども、交流セン

ターを一体的に整備する方針ということで決定いたしました。計画を進める過程で、

教育委員の皆様への意見調取をはじめ、中高生へのアンケート調査や各地区へ出向い

ての説明会議など、あらゆる手法で住民や関係者の意見聴取を実施し、この度事業の

基本計画を策定したところであります。本計画の住民説明会を去る、２月２８日と３

月１日にこの中央公民館の方で実施しまして、そのあと３月１４日までパブリックコ

メントを募集したところ、１３名から５９件の様々なご意見を頂戴し、担当の新庁舎

周辺整備課から回答をしたところでございます。この施設の基本的な方向性としまし

て、今までの公民館活動に加えて、若者や別荘所有者など、今まで利用されていな

かった方にも利用していただくため、誰もが気軽に立ち寄って、交流が生まれたり、

あるいは街づくりに参画できるよう参画できるような仕組みを考えています。つきま

しては、令和７年度から建物の基本設計に入っていく中で、教育委員の皆様は元とよ

りですね、学校現場になってます学校運営に関わる皆様、校長先生たちになりますけ
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ども、教職員、児童、生徒また保護者の声などを聞くようなことがありましたら、遠

慮なくですね、町の教育委員会もしくは新庁者周辺整備課にお声を届けていただけれ

ばと思います。この施設５０年、１００年使用する予定の建物です。 

可能な範囲でできるだけ良い施設にしたいということで、頑張っておりますので、

皆様のご協力をお願いしたいというふうに考えております。生涯学習課から以上で

す。 

 

【こども教育課】 

はい、ただいま報告がありました件ですが、何かご質問等ございましたら。よろい

でしょうか。はい。それではすいません全体を通してご質問、意見等ありましたらお

願いしたいと思います。 

はい、町長。 

 

【土屋町長】 

はい、冒頭、宮本教育長からの教育ＤＸで、ＩＣＴ教育ということで。おしゃって

いただいて。その辺のバランスってのは、非常に大事なんだと思ってまして、ここで

意見とかではなくないんですけれども。あのご存知の方も多いと思うんですけど、Ｉ

ＣＴ教育の先進国フィランドなんか９０年代からデジタル教科書を入れてて、これが

読解力がかつては国際学習到達度調査で、１位だったのに二十何位に落ちてるという

ことで、今年度から全部紙の教科書に戻したと言うニュースもご存じの方多いと思う

んですけども、このあたり、日本はもうどんどんそれを進める方向で一気に行ってい

るわけですけれども、ちょっと注意しながらやっていかないといけないんじゃないか

なっていうことを非常に感じてまして。今、小学生から１人１台タブレットを配って

ますけども、シンガポールなんかは もう２、３年に小学生以下には配らないという方

針を変えたりですね。韓国なんかも導入決めたんですけど、３２％しか使わないと

か。ほとんどその教師と生徒のコミュニケーションを促進するものではないというよ

うな意見が多く出てきたりですね。先ほどのフィンランドの例なんかでも、長年やっ

てて、子どもの集中力が低下して、短気になるとかいうという科学的データも出たり

してまして、このあたり非常にどうしても、国の方針とか出てくると思うんですけど

も、ちょっと注意深くいつも頭に置きながら、検証もできればいいなと思ってます。

以前、県の教育の曽根原次長と話し、今度松本の教育長に選出されますけど。曽根原
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次長もこのニュースはよくご存知で、自分もそこは非常に大事だと思ってるってこと

をおっしゃってましたので、長野県としては、そこをきっちりと考えて進めていくと

思うんですけども、軽井沢は軽井沢としても、このＩＣＴ教育 、すごい便利でいい部

分は非常にあると思うんですね。理科なんかも映像でわかる人、英語も発音が出てく

る人がですね。こう見てわかりやすいってのもありますけど。一方で、先生方がうま

く使いこなせるかとか逆にさっきも言いましたけど、それに頼りすぎて、指導力が落

ちるとかっていうことも懸念されてますので、このあたりは非常に意識して進めて

行っていただければと思います。これは意見というか、要望というか、ちょっと先を

見てでですね、あまりここ偏りすぎないとことを意識しておいた方がいいんじゃない

かなと思ってます。以上です。 

 

【こども教育課長】 

ありがとうございました。他に何かご意見、ご質問がありますでしょうか。よろし

いでしょうか。はい、それでは以上をもちまして、第１０回軽井沢町総合教育会議を

閉会といたします。長時間ありがとうございました。 


